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本
稿
で
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
種
々
の
著
作
に
散
見
す
る
、
大
衆
（
あ
る
い
は
群
衆
）
概
念
に
つ
い
て
の
論
究
を
点
綴
し
、
い
く
つ

か
の
概
念
類
型
な
い
し
問
題
群
に
整
理
し
、
彼
の
大
衆
概
念
・
問
題
を
巡
る
本
格
的
議
論
の
た
め
の
糸
口
を
探
る
。
ま
ず
、
社
会

上
昇
を
遂
げ
た
下
層
大
衆
、
つ
ぎ
に
、
中
間
層
に
対
比
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
下
層
大
衆
な
ら
び
に
新
た
な
大
衆
と
し
て
の
中
間
層

に
つ
い
て
の
ジ
ン
メ
ル
の
考
察
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
多
数
の
差
異
化
し
た
個
人
が
統
一
的
な
行
為
・
関
係
を
成
立
さ
せ
る
と

き
に
生
じ
る
社
会
的
構
成
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
大
衆
像
、
〈
社
会
水
準
低
下
〉
な
ど
に
関
す
る
考
察
を
議
論
す
る
。
最
後
に
、

大
衆
民
主
主
義
に
付
随
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
問
題
意
識
を
論
じ
る
。 
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は
じ
め
に 

 
十
九
―
二
〇
世
紀
転
換
期
は
、
平
等
思
想
・
大
衆
民
主
主
義
の
浸
透
、
大
量
（
大

衆
）
消
費
市
場
・
大
量
生
産
機
構
の
成
立
を
車
の
両
輪
と
す
る
本
来
的
意
味
で
の〈
大

衆
社
会
〉
の
成
立
期
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
時
代
の
徴
候
、
人
々
の
心
理
、
社
会
・

文
化
状
況
に
対
す
る
鋭
敏
で
繊
細
な
観
察
者
で
あ
り
、
多
様
な
分
野
で
〈
個
人
と
社

会
を
巡
る
現
代
的
問
題
〉を
思
考
・
理
論
活
動
の
中
軸
に
据
え
て
い
た
ジ
ン
メ
ル
が
、

こ
の
マ
ス
＝
大
量
・
大
衆
現
象
を
等
閑
す
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
い
や
、
ジ
ン
メ
ル

こ
そ
、
独
自
の
ス
タ
ン
ス
を
も
っ
た
、
マ
ス
問
題
の
古
典
的
理
論
家
の
ひ
と
り
に
数

え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ジ
ン
メ
ル
は
マ
ス
問
題
に
関
す
る
独

立
し
た
著
作
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
考
察
は
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
の
な

か
に
散
在
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
大
衆
概
念
は
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
脈
絡

に
応
じ
て
異
な
る
意
味
内
容
、
理
論
機
能
、
思
想
的
含
意
を
帯
び
て
い
る
。
し
か
も
、

〈
マ
ス
M
asse〉
は
元
来
が
非
常
に
多
義
的
で
曖
昧
な
概
念
で
あ
る（ 1 ）

。
本
稿
で
は
、

著
作
の
各
処
に
散
見
す
る
マ
ス
問
題
に
つ
い
て
の
ジ
ン
メ
ル
の
論
及
を
、
大
衆
概

念
・
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
点
綴
し
、
思
想
史
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の

概
念
類
型
な
い
し
問
題
群
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
彼
の
大
衆
概
念
・
問
題
を
巡
る
本

格
的
で
体
系
的
な
議
論
の
た
め
の
糸
口
を
探
る
。
 

 
 

⒈ 

下
層
と
し
て
の
大
衆 

 

最
初
に
取
り
あ
げ
る
大
衆
概
念
の
類
型
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
そ
の
主
著
の
一
冊
『
社

会
学
』
の
第
一
章
冒
頭
に
お
い
て
百
科
全
書
的
な
包
括
的
総
合
社
会
学
を
批
判
す
る

文
脈
に
見
い
だ
せ
る
も
の
で
あ
る
。「
社
会
学
と
い
う
学
問
が
普
通
か
か
げ
る
主
張
は
、

十
九
世
紀
に
な
っ
て
個
人
の
関
心
に
対
し
て
大
衆
が
獲
得
し
た
実
際
的
な
影
響
力
の

理
論
的
な
延
長
で
あ
り
反
映
で
あ
る
。
下
層
が
上
層
か
ら
勝
ち
取
っ
た
重
大
感
と
注

目
が
ま
さ
に
〈
社
会
〉
概
念
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
的
距
離
の
た
め

に
、
下
層
が
上
層
に
対
し
て
そ
の
個
々
人
と
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
統
一
的
な

大
衆
と
し
て
し
か
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
ま
さ
に
こ
の
距
離
ゆ
え
に
、

相
ま
っ
て
〈
ひ
と
つ
の
社
会
〉
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
外
の
原
理
的
な
点

で
両
層
が
結
び
つ
く
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
階
級
の
影
響
力
が
個
々
人

の
目
に
見
え
る
重
要
性
に
で
は
な
く
そ
の
〈
社
会
〉
存
在
に
あ
る
た
め
に
、
階
級
と

い
う
も
の
が
―
―
実
際
的
な
力
関
係
の
結
果
―
―
理
論
的
意
識
の
注
目
を
集
め
た
こ

と
で
、
お
よ
そ
ど
の
個
人
的
現
象
も
そ
れ
を
取
り
ま
く
圏
か
ら
の
測
り
知
れ
な
い
影

響
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
の
思
考
が
突
然
気
づ

い
た
の
で
あ
る
」（
⑪
13-）。
長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
第
一
文
は
イ
タ
リ
ア
語
版

「
社
会
学
の
問
題
」
の
字
句
通
り
の
再
録
で
あ
り
（
Fitzi,1988: 79）、
第
二
文
以

下
は
基
本
的
に
『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
ニ
ー
チ
ェ
』
の
一
節
（
⑩
358）
を
増

強
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
こ
か
ら
非
常
に
重
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
含
意

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 
 
 

 
そ
の
第
一
は
、
こ
の
大
衆
表
象
が
あ
く
ま
で
も
―
―
ジ
ン
メ
ル
自
身
も
含
め
た
―

―
上
層
の
社
会
意
識
に
対
す
る
労
働
者
階
層
＝
下
層
の
直
接
的
で
感
覚
的
な
現
象
形

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

態、
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
層
の
視
線
に
は
、
下
層
は
そ
の
多
数
性
、
凝
集

性
ゆ
え
に
社
会
的
勢
力
を
ま
す
ま
す
増
強
し
つ
つ
あ
る
〈
多
数
の
集
塊
・
群
集
〉
と
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し
て
映
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
〈
多
数
者
の
力
〉
が
働
い
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
多
数
者
は
単
な
る
バ
ラ
バ
ラ
な
単
独
個
体
の
外
的
な
集
合
体
で
は
な

く
、
大
な
り
小
な
り
相
互
的
に
作
用
す
る
統
一
体
を
形
成
し
、
そ
こ
に
多
数
者
＝
大

衆
の
社
会
的
威
力
の
源
泉
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
大
衆
像
は
感
知
し
て
い
る
。
こ
の

大
衆
表
象
に
は
さ
ら
に
、
不
安
や
脅
威
、
嫌
悪
や
憎
悪
、
焦
燥
や
当
惑
、
注
目
や
認

知
、同
情
や
期
待
と
い
っ
た
多
義
的
、両
価
的
な
感
情
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
伴
い
、

確
実
に
影
響
力
を
増
し
て
い
く
下
層
大
衆
の
〝
不
気
味
な
〞
存
在
に
対
す
る
上
層
の

側
の
複
雑
で
屈
折
し
た
心
理
的
・
情
緒
的
な
反
応
・
評
価
が
滲
み
で
て
い
る
こ
と
に

も
注
意
を
し
て
お
き
た
い
。
 

 
ジ
ン
メ
ル
が
上
層
と
下
層
大
衆
の
結
合
と
し
て
把
握
し
た
事
態
は
、
ど
の
よ
う
な

具
体
的
な
歴
史
的
過
程
と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、〈
財
産
と
教
養

の
所
有
者
〉
だ
け
か
ら
構
成
さ
れ
る
〈
市
民
社
会
〉
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
〈
大
衆

＝
民
衆
〉
が
こ
の
〈
市
民
社
会
〉
の
構
成
員
と
な
り
、
統
一
的
な
〈
市
民
社
会
〉
が

実
質
的
に
誕
生
し
て
い
く
歴
史
的
過
程
の
端
緒
を
意
味
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
同
時
に
、
経
済
的
に
は
統
一
的
な
大
量
生
産
・
大
量
消
費
市
場
と
そ
の

生
産
者
・
消
費
者
の
成
立
過
程
で
あ
り
、
社
会
的
・
政
治
的
に
は
参
政
権
・
医
療
福

祉
・
一
般
教
育
を
保
証
す
る
現
代
的
な
福
祉
国
家
と
そ
の
国
民
・
市
民
の
成
立
過
程

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
文
脈
で
の
大
衆
と
は
、
こ
う
し
て
次
第
に
市

民
、
国
民
、
そ
し
て
そ
の
限
り
で
の
労
働
者
＝
消
費
者
と
な
っ
て
い
く
個
人
の
社
会

存
在
の
歴
史
的
で
過
渡
的
な
形
態
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
下
層
大
衆
の
社
会
的
勢
力

が
増
大
し
て
い
く
と
い
う
意
味
に
お
い
て
〈
大
衆
社
会
〉
や
〈
大
衆
の
時
代
〉
を
語

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
が
他
方
で
は
、
統
一
的
な
国
家
社
会
の

構
成
員
を
市
民
、
国
民
、
消
費
者
と
し
て
均
一
化
・
平
準
化
し
て
い
く
わ
け
で
も
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
大
衆
＝
下
層
＝
労
働
者
階
層
の
観
念
の
表
層
に
、
大
衆
＝
社
会

成
員
一
般
と
い
う
新
た
な
観
念
を
増
殖
さ
せ
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
歴
史
的
過
渡
期
の
社
会
に
あ
っ
て
は
、
上
層
と
下
層
大
衆
と
の
社
会

的
距
離
は
依
然
と
し
て
画
然
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
両
層
の
統
一
は
い
ま
だ
に
外
面

的
・
形
式
的
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
上
層
に
と
っ
て
下
層
大
衆

は
、〈
同
一
社
会
〉
に
統
合
し
つ
つ
も
、
い
や
ま
さ
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
排
除
す
べ
き
直
接
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
社
会
集
団
、〈
一
つ
の
社
会
〉
に
結
合

す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
本
来
的
・
本
格
的
な
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
敵
対

者
と
な
る
社
会
勢
力
な
の
で
あ
る
。
 

 
第
二
に
、
こ
の
大
衆
概
念
の
成
立
が
社
会
史
的
・
概
念
史
的
に
見
て
〈
社
会
一
般

、
、
、
、
〉

の
概
念
の
形
成
と
深
く
関
連

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
し
て
い
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。〈
社
会
一
般
〉
の
観
念
は
、
上
層
と
下
層
大
衆
と
の
結
合
・
統
一
化
に
よ
っ

て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
両
層
の
社
会
的
な
統
合
・
統
一
の
形
式
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
表
象
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
周
知
の
よ

う
に
、
ど
の
時
代
に
も
「
根
本
的
現
実
や
理
念
的
規
範
に
関
す
る
種
々
雑
多
な
観
念

が
合
流
す
る
貯
水
池
」（
⑩
358）
と
し
て
の
根
本
概
念
が
あ
り
、十
八
世
紀
に
は
「
自

然
」
概
念
が
、
十
九
世
紀
に
は
「
社
会
」
概
念
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
述
べ
て

い
る
（
同
右
）。
ジ
ン
メ
ル
の
理
解
で
は
、
こ
の
社
会
概
念
の
全
般
的
支
配
が
大
衆
表

象
の
鮮
烈
化
・
一
般
化
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
十
九
世
紀
は
下
層
と

二
重
写
し
に
な
っ
た
大
衆
表
象
が
繁
茂
し
た
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

 
第
三
に
、
ジ
ン
メ
ル
が
こ
の
大
衆
像
と
社
会
像
の
同
時
成
立
に
、
個
人
に
対
す
る
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社
会
の
圧
倒
的
な
影
響
力
に
関
す
る
一
般
的
認
識
の
成
立
を
結
び
つ
け
て
い
る
点
が

重
要
で
あ
る
。
下
層
大
衆
が
社
会
的
な
影
響
力
を
も
ち
上
層
か
ら
注
目
を
浴
び
る
の

も
、
単
独
の
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
大
衆
的
な
社
会
存
在
と
し
て
し

か
説
明
で
き
な
い
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
個
人
の
社
会
内
存
在
、

つ
ま
り
社
会
成
員
と
し
て
の
存
在
の
あ
り
方
や
そ
の
影
響
・
決
定
要
因
を
看
過
し
て

は
、
も
は
や
個
人
の
存
在
も
内
面
も
運
命
も
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
当
然

の
含
意
が
あ
る
。
 

 
第
四
に
注
意
す
べ
き
は
、
右
の
引
用
文
が
、
社
会
学
の
黎
明
期
に
成
立
し
た
包
括

的
社
会
学
へ
の
批
判
と
い
う
文
脈
の
な
か
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

引
用
文
の
冒
頭
の
「
社
会
学
」
と
は
包
括
的
社
会
学
の
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
な

ら
、
こ
の
包
括
的
社
会
学
は
、
下
層
大
衆
の
社
会
的
上
昇
に
対
す
る
上
層
の
社
会
的

意
識
・
感
情
の
「
理
論
的
延
長
・
反
映
」
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
見
な
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
で
は
、
こ
の
包
括
的
社
会
学
の
批
判
の
上
に

構
築
し
た
ジ
ン
メ
ル
自
身
の
社
会
学
は
、
い
か
な
る
社
会
的
意
識
・
感
情
の
「
理
論

的
延
長
・
反
映
」
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
問
い
た
く
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
答
え

の
ヒ
ン
ト
が
お
そ
ら
く
中
間
層
問
題
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
す
る

に
と
ど
め
る
。
 

  

⒉ 

中
間
層
、
下
層
、
下
位
者
と
し
て
の
大
衆 

 
ジ
ン
メ
ル
が
中
間
層
問
題
を
「
形
式
」
社
会
学
的
手
法
で
主
題
化
す
る
文
脈
に
は

い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
は
、
集
団
の
自
己
維
持
の
方
式
に
関
し
て
上
層
・
下
層
は
非

常
に
保
守
的
な
性
格
を
帯
び
る
の
に
対
し
、
中
間
層
は
き
わ
め
て
可
変
的
で
柔
軟
性

に
富
む
と
い
う
脈
絡
で
あ
る
（
⑤
357-、
⑱
305、
⑪
670-）。
ま
ず
、
こ
の
文
脈

で
中
間
層
と
対
比
さ
れ
る
下
層
大
衆
に
つ
い
て
ジ
ン
メ
ル
が
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
か
と
い
う
と
、
こ
の
場
合
の
大
衆
が
一
時
的
に
烏
合
す
る
〈
群
衆
〉
と
峻
別
さ

れ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
う
え
で
、
そ
の
特
徴
と
し
て
「
慣
性
の
法
則
」
に
よ

る
支
配
を
指
摘
す
る
（
M
asse
に
は
「
質
量
」
の
意
味
も
あ
る
こ
と
に
注
意
）。
つ

ま
り
大
衆
と
い
う
も
の
は
、
ひ
と
た
び
大
規
模
な
運
動
状
態
に
陥
る
と
極
端
に
ま
で

走
り
が
ち
だ
が
、
静
止
＝
均
衡
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
大
き
な
外
力
が
作
用
し
な
い

限
り
そ
の
状
態
を
み
ず
か
ら
変
え
る
こ
と
は
な
く
、
自
己
維
持
と
い
う
点
で
は
上
層

と
同
様
に
非
常
に
保
守
的
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
下
層
大
衆
の
こ
う
し
た
持
続

的
・
安
定
的
・
固
定
的
な
性
格
と
は
対
照
的
に
、中
間
階
級
＝
中
間
層
の
場
合
で
は
、

そ
の
階
層
内
部
お
よ
び
上
下
の
階
層
と
の
間
で
絶
え
ず
社
会
移
動
・
交
換
が
行
わ
れ
、

そ
の
境
界
は
非
常
に
流
動
的
で
不
明
瞭
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
指
摘
し
、
階
層
の
連

続
的
移
行
と
漸
次
的
階
梯
な
ど
の
構
造
的
特
徴
や
可
変
性
・
変
動
性
、
柔
軟
性
・
適

応
性
と
い
っ
た
機
能
的
特
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
流
動
性
と
連
続
性
が
中
間
層

の
「
社
会
学
的
形
式
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
中
間
層
が
問
題
に
さ
れ
る
二
つ
目
の
文
脈
は
、
社
会
の
階
層
構
造
に
関
す
る
も
の

で
、こ
こ
で
は
中
間
層
は
上
層
・
下
層
を
媒
介
す
る
階
層
と
し
て
扱
わ
れ
る（
同
上
、

③
350-）。
中
間
層
に
は
、
流
動
性
と
連
続
性
と
い
う
特
性
に
よ
っ
て
、
上
下
層
の

激
烈
な
分
断
・
分
裂
に
歯
止
め
を
か
け
、
そ
の
両
極
間
の
極
端
な
格
差
や
対
立
を
緩

和
し
（「
緩
衝
装
置
」「
媒
介
項
」
と
し
て
の
中
間
層
）、
急
激
な
社
会
変
動
を
回
避
す

る
機
能
が
あ
る
と
、
ジ
ン
メ
ル
は
主
張
す
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
大
衆
論
を
理
解
す
る
う
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え
で
非
常
に
重
要
な
こ
と
は
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
こ
の
流
動
的
で
連
続
的
な
中
間

層
こ
そ
、
じ
つ
は
社
会
構
成
で
の
比
重
と
社
会

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
文
化
過
程
で
の
影
響
力
を
増
大
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

せ
て
い
く
は
ず
の
い
わ
ば

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
〈
新
大
衆

、
、
、
〉
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
牽
強
付
会
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
ジ
ン
メ
ル
は
流
行

現
象
に
多
大
な
関
心
を
抱
き
、
流
行
論
に
少
な
か
ら
ぬ
足
跡
を
残
し
た
が
、
彼
が
最

初
に
本
格
的
に

、
、
、
、
流
行
に
論
及
し
た
の
が
『
社
会
分
化
論
』（
一
八
九
〇
）
で
大
衆
の
心

理
特
性
や
大
衆
行
動
の
特
徴
を
分
析
し
た
文
脈
の
な
か
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
流
行

の
中
心
的
な
担
い
手
が
こ
の
中
間
層
で
あ
る
と
特
定
し
て
い
る
こ
と
（
⑩
31）
を
想

起
し
て
み
よ
う
。
顕
著
な
大
衆
現
象
と
し
て
流
行
に
見
い
だ
さ
れ
る
精
神
構
造
や
行

為
様
式
を
こ
の
中
間
層
＝
新
大
衆
の
そ
れ
に
最
も
親
和
的
で
近
似
的
な
も
の
と
し
て

考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
そ
う
し
て
な
に
よ
り
も
、
ジ
ン
メ
ル
の
掲
げ
る
中
間
層
の
特
性
が
、
後
の
社
会
学

で
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
社
会
的
流
動
性
（
全
般
的
な
社
会
移
動
）」「
地
位
の

非
一
貫
性
」
の
概
念
や
、
た
と
え
ば
「
新
中
間
大
衆
」（
村
上
、
一
九
八
四
）
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
と
か
な
り
の
程
度
ま
で
重
な
る
点
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の
関
連
で
、
ジ
ン

メ
ル
が
中
間
階
級
の
「
階
級
Stand」
概
念
に
触
れ
、
そ
れ
が
「
一
方
で
似
た
者
同

士
の
結
集
、
他
方
で
は
他
の
諸
階
級
に
対
す
る
閉
塞
を
意
味
し
、
連
続
性
に
対
立
す

る
」（
③
350）
と
述
べ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
連
続
性
や
流
動
性
と
い
う
特
性
か

ら
し
て
中
間
層
を
「
階
級
」「
階
層
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
不
都
合
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
〈
社
会
的
流
体
〉
な
ど
と
呼
ん
だ
方
が
適
切
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
ジ
ン
メ
ル
の
中
間
層
＝
〈
新
大
衆
〉
論
に
は
、
階
級
論
ど
こ
ろ
か
階
層
論
の

地
平
を
も
流
動
化
さ
せ
た
感
が
あ
る
。
 

 
三
番
目
に
、
上
下
・
支
配
関
係
を
核
と
す
る
階
位
構
造
に
つ
い
て
の
問
題
脈
絡
を

取
り
あ
げ
て
み
よ
う
（
③
350-、
⑱
44-、
㉑
310-、
330-、
⑧
142-、
180-、
⑪

160-）。
社
会
の
階
位
構
造
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
見
解
は
明
快
で
あ
る
。
一
方
で

彼
は
、
一
定
規
模
に
達
し
た
複
雑
な
組
織
・
社
会
で
は
上
下
関
係
や
階
位
構
造
の
廃

棄
は
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
も
そ
も
そ
う
し
た

社
会
が
成
立
す
る
た
め
に
は
上
下
構
造
が
形
式
的
に
不
可
欠
な

、
、
、
、
、
、
、
、
前
提
条
件
だ
か
ら
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
曰
く
「
そ
れ
な
り
に
大
き
な
何
ら
か
の
団
体
に
お
い
て
客
観
的

な
目
標
の
実
現
が
問
題
に
な
る
場
合
、
客
観
的
な
結
果
を
実
現
す
る
唯
一
の
も
の
で

あ
る
個
人
同
士
の
相
互
作
用
は
、
幾
重
に
も
分
節
化
さ
れ
た
層
構
造
の
秩
序
と
い
う

形
式
以
外
で
は
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
」（
㉑
329-）。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
教

育
で
は
解
消
で
き
な
い
個
人
間
の
能
力
上
の
自
然
的
差
異
が
存
在
し
、
そ
れ
が
社
会

的
発
現
を
必
然
的
に
迫
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
第
三
の
理
由
は
第
五
節
で
触

れ
る
）。
こ
う
し
て
ジ
ン
メ
ル
は
〈
少
数
の
指
導
者
・
支
配
者
〉
対
〈
指
導
・
支
配
さ

れ
る
大
勢
の
下
位
大
衆
〉
と
い
う
対
立
構
造
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
命
題
を
立
て

る
わ
け
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
階
位
構
造
は
廃
棄
で
き
な
い
に
せ
よ
、
そ
こ
か
ら
派

生
す
る
種
々
の
問
題
性
を
除
去
な
い
し
緩
和
す
る
こ
と
は
原
理
的
に
可
能
で
あ
る
と

ジ
ン
メ
ル
は
主
張
す
る
。
一
つ
の
方
法
は
、
行
為
（
労
働
）
と
人
格
を
厳
格
に
分
離

す
る
こ
と
で
上
下
関
係
を
根
本
的
に
脱
主
観
化
・
脱
人
格
化
し
、
そ
れ
を
単
な
る
客

観
的
・
即
事
的
・
技
術
的
な
組
織
原
理
へ
と
転
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。こ
の
場
合
、

大
衆
と
い
う
存
在
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
指
導
者
の
存
在
規
定
と
同
様
、
客
観
的
役
割
の
担
い
手
と
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
単
な
る
機
能
的
規
定
と
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
人
格
の
外
的
な

、
、
、
、
、
、
一、
部
分
に
局

、
、
、
、
限
さ
れ
る

、
、
、
、
と
い
う
点

が
、
ジ
ン
メ
ル
の
大
衆
概
念
の
特
性
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
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も
う
一
つ
の
方
法
は
、
個
人
間
に
お
け
る
上
下
関
係
の
相
互
転
換
で
あ
る
。
つ
ま

り
「
…
…
あ
る
関
係
な
い
し
あ
る
時
点
で
Ａ
は
Ｂ
の
下
位
に
あ
る
が
、
別
の
関
係
な

い
し
別
の
時
点
で
は
Ｂ
が
Ａ
の
下
位
者
で
あ
る
と
い
う
理
想
的
な
組
織
構
造
」（
⑱

69）
の
構
築
で
あ
る
。〈
少
数
の
指
導
者
〉
対
〈
大
勢
の
従
属
的
大
衆
〉
と
い
う
構

造
的
・
形
式
的
関
係
そ
れ
自
体
は
転
換
不
能
で
あ
っ
て
も
、
各
個
人
は
原
則
的
に
指

導
者
と
大
衆
と
の
間
で
適
宜
、
役
割
交
換
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ン
メ

ル
は
こ
こ
で
も
、
大
衆
の
規
定
を
機
能
的
関
係
に
お
け
る
単
な
る
形
式

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
的
な
位
置
価

、
、
、
、
、

と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
の
大
き
な
問
題
は
、

上
位
の
地
位
へ
の
適
格
者
の
人
数
が
上
位
の
地
位
そ
の
も
の
の
数
を
遥
か
に
凌
ぐ
点

に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
位
達
成
に
関
す
る
万
人
の
同
権
は
事
実
上
、
不
可
能
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
地
位
数
よ
り
適
任
者
数
の
方
が
多
い
と
い
う
認
識

は
、
個
人
の
潜
在
能
力
へ
の
過
信
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
深
刻
な
社
会
・
労
働
問

題
を
抱
え
つ
つ
も
概
し
て
相
対
的
に
持
続
的
で
安
定
し
た
経
済
・
社
会
発
展
、生
産
・

管
理
過
程
に
お
け
る
機
械
化
・
合
理
化
・
計
算
可
能
性
・
官
僚
化
の
進
捗（
④
400FN
、

⑩
33）、
教
育
制
度
の
拡
充
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
達
に
よ
る
大
衆
の
知
的
水
準

の
著
し
い
向
上
な
ど
が
相
ま
っ
て
生
み
だ
し
た
、
当
時
の
楽
観
主
義
的
な
時
代
意
識

を
反
映
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
錯
認
と
い
え
る
。
上
位
希
望
者
の
数
は
そ
の
地
位
数
を
圧

倒
的
に
上
回
る
が
、
上
位
適
格
者
の
数
は
圧
倒
的
に
下
回
る
と
い
う
の
が
現
在
の
一

般
的
了
解
で
あ
ろ
う
。
 

⒊
〈
群
衆
〉
論 

 
ジ
ン
メ
ル
の
〈
群
衆
〉
論
に
転
じ
て
み
よ
う
。
多
く
の
群
衆
論
が
、
各
個
人
が
他

の
大
勢
と
実
際
に
蝟
集
し
て
〈
群
衆
〉
を
形
成
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
状
態
で

あ
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
心
理
・
行
為
特
性
を
示
す
こ
と
に
注
目
し
、
と
り
わ

け
、
一
部
で
生
じ
た
興
奮
が
急
激
に
増
強
さ
れ
な
が
ら
次
々
と
伝
播
し
て
い
き
、
遂

に
は
集
団
全
体
が
熱
狂
の
坩
堝
と
化
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
記
述
・
解
明
に
関
心
を
抱
い

て
き
た
。
ジ
ン
メ
ル
の
場
合
は
ど
う
か
。
彼
は
タ
ル
ド
（
①
248-）
や
ル
・
ボ
ン
（
①

353-）
の
業
績
を
知
る
以
前
に
『
社
会
分
化
論
』
の
な
か
で
群
衆
論
を
展
開
し
て
い

る
（
②
211-）
の
で
、
そ
の
叙
述
を
み
て
み
よ
う
。
彼
は
ま
ず
、
群
集
心
理
を
、
連

合
作
用
が
支
配
す
る
心
理
的
要
素
の
未
分
化
状
態
と
捉
え
る
こ
と
で
、〈
知
性
に
対
す

る
感
情
の
優
位
〉
や
〈
無
抵
抗
性
〉
と
い
っ
た
群
集
心
理
の
特
徴
を
説
明
し
よ
う
と

す
る
。
さ
ら
に
、
群
衆
化
に
よ
る
〈
共
感
作
用
〉
に
着
目
す
る
。
第
一
に
、
社
会
圏

の
拡
大
・
分
化
に
よ
っ
て
、
個
人
に
お
け
る
外
部
影
響
と
興
奮
は
過
剰
に
多
様
化
し

無
意
識
化
す
る
こ
と
で
現
代
人
の
心
理
は
全
体
と
し
て
神
経
過
敏
の
状
態
に
あ
り
、

こ
の
い
わ
ば
慢
性
の
過
敏
状
態
の
た
め
に
、
神
経
活
動
は
僅
か
な
刺
激
や
ど
の
よ
う

な
内
容
の
印
象
に
よ
っ
て
も
容
易
に
亢
進
し
、
そ
の
興
奮
を
増
幅
さ
せ
て
し
ま
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
神
経
亢
進
は
「
社
会
化
か
ら
生
じ
る
印
象
と
興
奮
が
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
つ
ま
り
文
化
圏
が
大
規
模
で
分
化
し
て
い
れ
ば

い
る
ほ
ど
大
き
い
」（
同
右
）
と
あ
る
よ
う
に
、
現
代
人
一
般
に
共
通
の
特
徴
的
な
心

理
傾
向
が
直
接
的
な
集
合
状
態
に
お
い
て
顕
著
に
発
現
し
た
も
の
が
群
集
心
理
で
あ

る
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
考
え
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
第
二
の
共
感
形
式
と
し
て
ジ

ン
メ
ル
も
ま
た
〈
模
倣
〉（
後
に
は
さ
ら
に
〈
暗
示
〉）
作
用
を
重
視
す
る（ 2 ）

。
直
接
的

な
集
合
状
態
に
お
い
て
は
、
感
情
の
身
体
的
表
出
と
他
者
に
よ
る
そ
の
共
感
的
な
反
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射
的
模
倣
と
い
う
相
互
作
用
が
反
復
さ
れ
る
こ
と
で
同
一
気
分
が
醸
成
・
伝
播
さ
れ
、

感
情
は
強
化
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
、
群
衆
特
性
を
理

解
す
る
う
え
で
直
接
的
な
心
的
相
互
作
用
の
概
念
の
も
つ
方
法
論
的
意
義
を
強
調
す

る
こ
と
と
深
く
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
は
多
言
を
要
す
ま
い
。
 

 
ジ
ン
メ
ル
は
ル
・
ボ
ン
『
群
集
心
理
』
を
こ
う
評
す
る
。「
ⓐ
本
書
は
社
会
心
理
的

な
過
程
の
記
述
と
分
類
に
甘
ん
じ
、
そ
の
原
因
や
隠
れ
た
連
関
に
ま
で
深
く
掘
り
下

げ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。ま
た
ⓑ
群
衆
の
多
様
な
形
態
を
明
確
に
区
別
し
て
い
な
い
。

ⓒ
一
体
、
な
に
ゆ
え
に
個
々
人
か
ら
ひ
と
つ
の

、
、
、
、
大
衆
、
ひ
と
つ
の

、
、
、
、
社
会
が
生
じ
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
力
に
よ
っ
て
、
個
人
的
部
分
の
単
な
る
総
和
か
ら
、
ま
た
そ
う
し

た
総
和
を
超
え
て
、特
殊
な
生
の
法
則
に
従
う
新
た
な
統
一
体
が
形
成
さ
れ
る
の
か
、

と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
見
落
と
し
て
い
る
」（
①
354、
傍
点
ジ
ン
メ
ル
、
ロ
ー
マ

字
は
池
田
）。
ジ
ン
メ
ル
自
身
が
ⓐ
ⓑ
に
関
し
て
こ
う
批
評
す
る
だ
け
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
群
集
心
理

の
深
い
、
、
原
因
究
明
や
群
衆
形
態
の
明
確
な

、
、
、
区
別
を
行
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
い
さ

さ
か
議
論
の
余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
そ
の
後
の
彼
自
身
の
群
衆
論
で
も
群

集
心
理
・
行
動
の
現
象
記
述
の
点
で
は
ル
・
ボ
ン
を
少
な
か
ら
ず
借
用
し
て
い
る
節

が
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ⓒ
は
確
か
に
ジ
ン
メ
ル
に
固
有
の
問
題

提
起
で
あ
り
、
彼
の
群
集
・
大
衆
論
の
本
質
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ⓒ
の

問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
ⓐ
の
課
題
も
考
え
る
と
い
う
方
法
論
視
点
を
打
ち
出
し
た

点
で
は
、
群
集
心
理
の
「
原
因
と
背
後
の
連
関
」
を
掘
り
下
げ
る
課
題
に
お
い
て
も

一
定
の
新
機
軸
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
 

 
群
衆
の
渦
中
で
は
、
各
人
の
周
囲
に
漂
う
熱
狂
的
な
全
体
的
気
分
は
各
個
人
に
対

し
て
外
部
か
ら
圧
倒
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
威
力
、
あ
る
種
の

実
体
性
や
主
体
性
を
帯
び
た
ひ
と
つ
の
統
一
的
全
体
と
し
て
感
知
さ
れ
、
各
人
は
た

だ
一
方
的
、
受
動
的
に
こ
の
強
力
な
外
的
作
用
に
晒
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
そ
こ
に
「
心
理
的
統
一
体
と
い
う
大
衆
＝
群
衆
の
表
象
」（
①

394）が
湧
き
あ
が
る
こ
と
に
な
る
が
、し
か
し
そ
れ
は
あ
る
種
の
仮
象
に
す
ぎ
ず
、

現
実
に
は
個
々
の
個
人
と
そ
の
相
互
作
用
の
他
に
関
与
し
て
い
る
も
の
は
何
も
存
在

し
な
い
と
ジ
ン
メ
ル
は
断
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
仮
象
を
認
識
論
的
・

社
会
存
在
論
的
に
解
体
す
る
と
こ
ろ
に
他
な
ら
ぬ
ジ
ン
メ
ル
の
群
衆
論
・
大
衆
論
、

ひ
い
て
は
彼
の
社
会
学
・
社
会
思
想
全
体
の
真
面
目
と
そ
の
独
自
で
本
来
的
な
意
義

が
あ
る
と
い
え
る
。
再
び
長
い
引
用
と
な
る
。「
群
衆
の
心
理
的
な
行
動
が
ひ
と
つ
の

集
合
的
主
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
統
一
的
な
行
動
と
し
て
現
象
す
る
の
は
、
こ
の
行

動
の
結
果
、
、
が
統
一
を
呈
す
る
せ
い
で
あ
る
。
ひ
と
塊
の
群
衆
が
家
屋
を
打
ち
壊
し
宣

告
を
下
し
喚
き
散
ら
す
と
き
、個
々
の
主
体
の
諸
々
の
行
為
が
、ひ
と
つ
の

、
、
、
、
出
来
事
、

ひ
と
つ
の

、
、
、
、
概
念
の
実
現
と
呼
ば
れ
る
出
来
事
に
集
計
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ

の
と
き
大
き
な
混
同
が
生
じ
て
い
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
主
観
的
な
心
的
過

程
の
統
一
的
な
外
的
結
果
が
ひ
と
つ
の
統
一
的
な
心
的
過
程
、
つ
ま
り
集
合
的
な
心

の
過
程
の
結
果
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
生
じ
る
現
象

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
統
一
性
が
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
心
理
的
原
因
の
統
一
に
反
映
す
る
の
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
、
、
」（
①
393-、
⑪
628、
傍
点
ジ
ン
メ
ル
）。
大
勢
の
個
人
の
相
互
的
な
心
理
過

程
が
も
た
ら
す
統
一
的
な
結
果
が
ひ
と
つ
の
主
体
的
な
心
理
的
統
一
体
の
結
果
と
錯

認
さ
れ
る
背
景
に
は
、
集
合
結
果
の
統
一
性
が
そ
の
心
理
的
原
因
の
統
一
性
に
逆
転

移
さ
れ
、
目
に
見
え
る
現
象
結
果
の
統
一
性
が
そ
の
内
的
原
因
、
主
観
的
な
担
い
手

に
逆
転
化
さ
れ
る
と
い
う
認
識
論
的
・
論
理
的
な
連
関
が
（
無
意
識
的
に
）
作
動
し
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て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
群
衆
＝
大
衆
は
、
単
な
る
個
人
に
よ
っ
て
し
か

構
成
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
に
対
し
て
、
個
人
を
超
越
し
個
人
の

彼
方
や
外
部
に
屹
立
す
る
主
体
的
統
一
体
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
ン
メ

ル
の
答
え
は
単
純
明
快
で
あ
る
（
①
392-、
②
211-、
⑯
97‐
、
⑪
628）。
①
各

個
人
は
そ
の
存
在
と
行
為
に
よ
っ
て
一
定
の
対
他
作
用
（
貢
献
）
を
及
ぼ
し
、
そ
の

集
合
的
な
全
体
効
果
が
各
個
人
に
逆
作
用
す
る
。
②
関
与
個
人
が
多
数
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
各
個
人
に
反
作
用
す
る
全
体
効
果
が
圧
倒
的
な
威
力
を
示
す
よ
う
に
な
る

一
方
で
、
こ
の
全
体
効
果
に
及
ぼ
す
各
個
人
の
作
用
の
貢
献
度
（
比
率
）
は
著
し
く

低
減
し
て
い
く
。
③
あ
る
限
界
点
か
ら
、
各
個
人
の
貢
献
度
は
い
わ
ば
極
限
値
０
を

と
り
、
そ
の
全
体
効
果
は
単
独
個
人
そ
れ
自
体

、
、
、
、
、
、
、
、
の
関
与
の
有
無
・
程
度
や
貢
献
度
に

は
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
立
し
た
統
一
的
威
力
と
な
る
。
つ
ま
り
、
各
個
人
そ

れ
自
体
の
全
体
効
果
へ
の
貢
献
度
と
全
体
効
果
の
規
模
と
の
間
に
生
じ
る
圧
倒
的
な

、
、
、
、

不
均
衡

、
、
、
、
全
体
に
対
す
る
個
人
の
作
用
と
個
人
に
対
す
る
全
体
の
反
作
用
と
の
間
に

み
ら
れ
る
激
甚
な
非
対
称
性

、
、
、
、
、
、
、
、
い
わ
ば
両
者
の
間
の
顕
著
な
（
社
会
）
存
在
論
的
落

、
、
、
、
、

差、
に
、
ジ
ン
メ
ル
は
集
合
的
な
全
体
効
果
が
各
個
人
そ
れ
自
体
に
対
し
て
超
個
人
化

し
自
立
化
す
る
決
定
的
な
契
機
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
存
在
論
的

懸
隔
こ
そ
を
、
全
体
効
果
と
各
個
人
の
存
在
・
行
為
と
の
間
の
相
互
的

、
、
、
連
関
を
不
可

視
化
し
、
全
体
効
果
の
一
方
的
な
作
用
だ
け
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
元
凶
と
見
な
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
 
 

 
端
的
に
い
え
ば
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
群
衆
＝
大
衆
問
題
の
核
心
は
、
個
人
間
の

相
互
作
用
が
直
接
的
・
近
接
的
・
感
覚
的
な
の
か
、
そ
れ
と
も
（
た
と
え
ば
メ
デ
ィ

ア
な
ど
に
媒
介
さ
れ
て
）
間
接
的
・
遠
隔
的
・
知
性
的
な
の
か
、
成
員
が
上
層
に
属

す
る
の
か
下
層
に
属
す
る
の
か
、
知
的
水
準
が
街
頭
を
埋
め
尽
く
す
暴
徒
の
よ
う
に

低
次
な
の
か
学
術
会
議
の
よ
う
に
高
次
な
の
か
と
い
っ
た
区
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

決
定
的
な
の
は
、
集
合
体
＝
群
衆
・
大
衆
が
個
人
あ
る
い
は
個
人
間
相
互
作
用
の
単

な
る
集
計
な
の
か
、
そ
れ
と
も
個
人
を
超
越
す
る
客
観
的
な
統
一
体
と
し
て
仮
象
的

に
成
立
（
少
な
く
と
も
そ
の
各
構
成
員
そ
れ
自
体
に
対
し
て
現
象
）
し
て
い
る
の
か

と
い
う
質
的
な
違
い
で
あ
る
。
厳
密
な
意
味
で
の
〈
大
衆
〉
の
成
立
は
、
そ
う
し
た

自
立
的
統
一
体
の
仮
象
的
成
立
を
前
提
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
ジ
ン
メ
ル
は
、
大
衆

の
個
々
の
成
員
が
自
ら
大
衆
を
構
成
し
て
い
な
が
ら
当
事
者
意
識
や
責
任
感
情
や
羞

恥
心
が
き
わ
め
て
希
薄
で
あ
る
と
い
う
大
衆
特
性
を
、
最
終
的
に
は
こ
の
よ
う
な
個、

と
全
と
の
存
在
論
的
断
層

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
由
来
す
る
全
体
の
自
立
化
現
象
に
帰
す
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
ま
た
、
群
衆
現
象
の
記
述
や
分
類
に
お
い
て
先
駆
的
で
あ
っ
て
も
、
群
衆
全
体

の
自
立
化
・
主
体
化
へ
の
問
題
意
識
が
希
薄
な
ル
・
ボ
ン
の
群
衆
論
は
ジ
ン
メ
ル
の

目
に
は
理
論
的
に
不
十
分
な
も
の
に
映
る
の
で
あ
る
。
 

 
 
⒋
〈
大
衆
形
成
〉
論
・
〈
水
準
低
下
〉
論 

 
〈
現
代
社
会
に
お
け
る
個
人
の
存
立
と
行
方
〉
を
主
題
と
す
る
ジ
ン
メ
ル
思
想
に

お
い
て
大
衆
概
念
が
最
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
そ
れ
が
、
差
異
化
し
た
多
数

、
、
、
、
、
、
、

の、
個
人
が
統
一
的

、
、
、
な
行
動
を
と
り
統
一
的
な

、
、
、
、
集
合
体
を
形
成
す
る
と
き
に
呈
す
る
特

有
の
個
人
間
の
結
合
様
態
お
よ
び
こ
れ
に
対
応
す
る
個
人
内
部
の
様
態
を
問
題
に
す

る
場
合
で
あ
る
。
大
衆
化
さ
れ
た
社
会
的
・
個
人
的
様
態
は
一
定
の
社
会
的
条
件
が
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与
え
ら
れ
れ
ば
超
・
汎
歴
史
的
に
現
れ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
が
全
面
化
・
常
態
化
す

る
の
は
ま
さ
に
「
大
衆
の
時
代
」
た
る
現
代
社
会
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
だ
。
 

 
ま
ず
、
ジ
ン
メ
ル
の
大
衆
概
念
に
は
個
人
の
精
神
的
内
面
に
つ
い
て
の
二
層
構
造

論
が
前
提
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
（
②
205-、
226-、
⑯
90-）。
こ
の
二

層
論
で
は
、
個
人
の
資
質
は
比
較
的
古
く
て
単
純
で
低
次
な
要
素
か
ら
成
る
層
と
比

較
的
新
し
く
て
複
雑
で
高
次
な
要
素
か
ら
成
る
層
か
ら
成
立
し
て
い
て
、
前
者
の
要

素
が
多
数
の
個
人
に
共
有
さ
れ
る
共
通
属
性
な
の
に
対
し
、
後
者
の
要
素
は
個
人
間

で
分
化
・
差
異
化
が
激
し
く
共
有
度
の
低
い
個
性
的
属
性
を
形
成
し
て
い
る
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ジ
ン
メ
ル
の
こ
の
二
層
論
は
社
会
分
化
論
と
結
び
つ
い
て

い
て
、
両
層
の
二
極
化
傾
向
は
社
会
圏
の
拡
大
・
分
化
の
過
程
と
軌
を
一
に
し
て
お

り
、
よ
っ
て
現
代
社
会
で
は
極
致
に
達
し
て
い
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 
さ
て
、大
衆
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

単
に
多
数
の
個
人
が
集
合
を
な
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
大
衆
が
成
立
す
る
わ
け
で
は

な
い
。「
大
衆
と
は
、
関
与
者
の
そ
れ
ぞ
れ
完
全
な
個
性
同
士
か
ら
で
は
な
く
、
各
関

与
者
が
他
の
関
与
者
た
ち
と
一
致
し
、
し
た
が
っ
て
有
機
的
発
展
に
お
け
る
最
下
位

に
位
置
す
る
最
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ
う
な
、
各
人
の
存
在

部
分
同
士
か
ら
成
立
し
た
新
し
い
形
象
（
構
成
体
）
な
の
で
あ
る
」（
⑯
96）。
関
与

個
人
が
ⓐ
相
互
に
著
し
く
分
化
・
差
異
化
＝
個
性
化
し
て
い
る
こ
と
、
ⓑ
そ
の
内
面

に
お
い
て
対
社
会
的
存
在
と
本
来
的
な
自
己
存
在
、
個
人
間
で
平
準
化
・
共
有
化
さ

れ
た
外
的
側
面
と
共
有
化
さ
れ
な
い
（
で
き
な
い
）
異
質
で
固
有
の
本
質
的
側
面
と

に
自
己
分
割
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
が
ま
ず
、
独
自
の
社
会
形
成
体
と
し
て
大
衆
が
成

立
す
る
た
め
の
前
提
要
件
で
あ
る
。
そ
う
し
た
各
個
人
が
そ
の
個
体
的
な
差
異
性
・

異
質
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
他
者
と
統
一
的
な
行
動
や
関
係
形
成
を
実
現
す
る

た
め
に
、
他
者
と
の
共
通
部
分
を
、
そ
し
て
そ
の
部
分
だ
け
を
相
互
に
関
係
づ
け
る

こ
と
で
生
じ
る
の
が
、
ま
さ
に
大
衆
と
い
う
社
会
形
成
体
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ジ
ン
メ
ル
の
い
う
大
衆
と
は
、
一
般
の
大
衆
論
が
想
定
す
る
よ
う
な
没
個
性
的

で
同
質
的
な
個
人
の
集
合
体
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
個
人
間
で
も
個

、
、
、
、
、
、
人
内
部
で
も
著

、
、
、
、
、
、

し
く
分
化
・
差
異
化
し
た
多
数
の
個
人
同
士

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
構
成
す
る
社
会
形
式
が
ジ
ン
メ
ル
的

な
大
衆
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ジ
ン
メ
ル
の
い
う
大
衆
社
会
と
は
、
一
般
の
大
衆

社
会
論
が
悲
嘆
あ
る
い
は
告
発
す
る
よ
う
に
、
個
人
が
全
面
的
に
没
個
性
化
し
均
一

化
し
て
い
く
よ
う
な
社
会
で
は
な
い
。
逆
に
、
大
多
数
の
個
人
が
相
互
に
差
異
化
し

多
様
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
社
会
は
大
衆
化
し
て
い
く
し
大
衆
化
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
の
が
、
ジ
ン
メ
ル
が
描
き
出
す
大
衆
社
会
像
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
は
〈
個
人
主
義
化
傾
向
〉
と
〈
大
衆
化
傾
向
〉
は
同
一
メ
ダ
ル

の
表
裏
二
面
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
 

 
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
の
重
大
な
問
題
は
し
か
し
、
著
し
く
差
異
化
し
た
大
勢
の
個

人
に
共
有
さ
れ
る
部
分
・
側
面
、
つ
ま
り
大
衆
の
示
す
特
性
が
た
だ
単
に
平
準
化
さ

れ
た
性
質
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
不
可
避
的
に
単
純
で
低
次
な
特
性
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
、最
下
層
の
低
次
水
準
と
一
致
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

高
次
者
は
低
次
水
準
に
下
り
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
低
次
者
が
高
次
水
準
に
上
昇
す

る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
ジ

ン
メ
ル
が
、
社
会
全
体
の
「
平
均
」
や
「
中
間
」
な
る
も
の
に
大
衆
の
水
準
を
求
め

る
一
般
的
な
大
衆
論
と
は
意
識
的
に
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
⑪
618、

⑯
99）。
大
衆
の
水
準
は
社
会
全
体
の
「
平
均
値
」
で
す
ら
な
く
、
そ
れ
を
遥
か
に

99



跡見学園女子大学文学部紀要 第 50 号 2015 

下
回
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
大
衆
評
価
は
、

通
俗
な
大
衆
批
判
論
よ
り
も
遥
か
に
冷
徹
で
厳
し
い
と
い
え
る
。
な
お
、
ジ
ン
メ
ル

は
晩
年
の
『
社
会
学
の
根
本
問
題
』
の
な
か
で
「
万
人
に
共
通
の
も
の
は
最
も
持
た

ざ
る
者
の
所
有
物
で
し
か
あ
り
得
な
い
」（
⑯
99）
と
い
う
「
社
会
的
な
水
準
の
一

般
図
式
」（
⑯
100）
に
一
定
の
修
正
・
限
定
を
施
し
、「
…
…
こ
の
水
準
が
事
実
上
、

そ
の
担
い
手
た
ち
の
最
低
、
、
水
準
に
固
定
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
り
、
…

…
最
低
水
準
に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
大
抵
は
そ
れ
を
や
や
上
回

る
程
度
な
の
で
あ
る
」（
同
右
）
と
定
式
化
し
直
し
て
い
る
。「
実
際
に
は
、
高
次
者

の
そ
う
し
た
下
降
が
常
に
可
能
な
わ
け
で
な
い
」（
同
右
）、
上
位
の
成
員
か
ら
集
合

的
低
下
に
対
し
て
抵
抗
が
起
き
る
と
い
っ
た
事
情
を
掬
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
多
様
化
し
た
多
数
者
の
共
通
部
分
が
呈
す
る
単
純
性
・
低
次
性

を
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
・
問
題
の
説
明
原
理
と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
二
つ
の
事
例

に
だ
け
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
①
個
人
的
行
為
は
恣
意
的
で
自
由
だ
が
集
団
・
大

衆
の
行
為
は
合
目
的
的
で
合
法
則
的
だ
と
い
う
通
説
に
対
し
、
ジ
ン
メ
ル
は
そ
れ
が

両
現
象
の
実
際
の
違
い
を
誇
張
し
て
い
る
だ
け
だ
と
断
じ
る
。
つ
ま
り
集
合
行
為
の

共
通
目
標
は
個
人
内
部
の
単
純
で
原
初
的
な
欲
求
と
一
致
す
る
が
、
こ
の
欲
求
水
準

で
は
選
択
も
迷
い
も
な
い
た
め
合
目
的
性
・
合
法
則
性
の
外
観
が
生
じ
る
と
説
明
す

る
の
で
あ
る
（
②
218-、
④
184-、
⑯
88-）。
た
だ
し
、
こ
れ
が
十
分
な
説
明
と
い

え
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
残
る
だ
ろ
う
。
②
大
規
模
な
統
一
的
行
動
が
（
と

く
に
複
雑
な
状
況
に
直
面
し
て
）単
純
化
・
急
進
化
に
走
り
や
す
い
の
も（
②
205-、

⑪
69-、
⑯
96）、
ま
た
そ
の
共
通
規
範
・
目
標
が
容
易
に
否
定
的
・
破
壊
的
な
傾
向

を
帯
び
る
の
も
（
⑪
533-）、
多
様
で
複
雑
な
欲
求
・
志
向
を
も
つ
大
勢
の
個
人
が

関
与
す
る
統
一
的
な
集
合
行
為
が
単
一
で
単
純
で
否
定
的
な
低
次
観
念

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
よ
っ
て
し

か
成
立
し
な
い
と
い
う
事
情
に
そ
の
原
因
が
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
説
明
す
る
。
 

 
と
こ
ろ
で
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
大
衆
形
成
に
伴
う
難
題
は
〈
社
会
水
準
の
低

次
性
〉
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、〈
社
会
水
準
の
相
対
的
低
下
〉
へ
の
必
然
的

傾
向
こ
そ
、〈
大
衆
の
時
代
〉
と
し
て
の
現
代
が
抱
え
る
最
大
の
懸
案
事
な
の
で
あ
る

（
②
207-他
）。
こ
の
傾
向
の
必
然
性
は
社
会
分
化
論
の
核
心
か
ら
導
か
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
社
会
圏
が
狭
隘
で
未
分
化
で
あ
れ
ば
個
人
間
差
異
も
僅
か
で
あ
る
し
社
会

水
準
も
絶
対
的
に
低
次
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
圏
の
拡
大
・
分
化
が
進
む
と
、
社
会

水
準
（
共
通
内
容
）
は
増
大
す
る
も
の
の
個
人
間
の
分
化
・
差
異
化
の
方
が
社
会
水

準
の
向
上
よ
り
も
速
い
テ
ン
ポ
で
進
展
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の

隔
た
り
は
拡
大
し
、
社
会
水
準
は
絶
対
的
に
は
向
上
し
て
も
個
人
の
水
準
上
昇
に
比

し
て
相
対
的
に
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
が
ジ
ン
メ
ル
の
い
う
〈
社
会
水
準

の
相
対
的
低
下
〉
の
考
え
だ
が
、
ジ
ン
メ
ル
思
想
に
と
っ
て
決
定
的
な
問
題
は
、
社

会
水
準
の
絶
対
的
な
上
昇
、
さ
ら
に
は
個
人
の
個
性
や
多
様
性
の
全
面
的
発
展
、
個

人
水
準
の
絶
対
的
な
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
会
水
準
が
相
対
的
に
低
下
す
る
、
い

や
、
そ
う
し
た
社
会
水
準
と
個
人
水
準
の
絶
対
的
向
上
が
社
会
水
準
の
相
対
的
な
下

降
傾
向
を
必
然
的
に
招
来
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
社
会
水
準
と
個
人

水
準
、
個
人
内
部
に
お
け
る
対
社
会
的
存
在
と
本
来
的
存
在
と
の
乖
離
の
拡
大
と
い

う
「
社
会
学
的
な
悲
劇
」（
⑯
94）
が
帰
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代
人
は
、
多
様

で
個
性
的
、
高
次
で
多
面
的
な
能
力
を
発
展
さ
せ
れ
ば
さ
せ
る
ほ
ど
、
こ
の
能
力
を

基
盤
に
し
て
互
い
に
大
衆
を
形
成
す
る
可
能
性
を
喪
失
し
、
相
対
的
に
ま
す
ま
す
低

次
で
単
純
で
一
面
的
な
水
準
で
し
か
統
一
的
な
大
衆
を
形
成
で
き
な
く
な
る
と
い
う
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結
論
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る（ 3 ）

。
 
 

 
も
う
一
つ
、
ジ
ン
メ
ル
の
大
衆
論
が
孕
む
微
妙
な
問
題
に
触
れ
て
お
こ
う
。
ジ
ン

メ
ル
の
社
会
学
的
個
性
論
で
は
、
個
人
の
対
社
会
的
存
在
が
構
造
的
に
部
分
化
・
限

定
化
さ
れ
、
内
容
的
に
平
準
化
・
一
般
化
さ
れ
る
ほ
ど
、
つ
ま
り
大
衆
化
が
進
捗
す

る
ほ
ど
、
個
人
の
存
在
全
体
の
独
自
性
や
個
性
や
自
由
が
確
保
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
大
衆
化
＝
平
準
化
・
一
般
化
が
あ
る
種
の
「
仮
面
」
と
し
て
本
質
的
側
面

を
隠
匿
し
保
護
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
衆
化
の
進
展
に

伴
い
社
会
水
準
と
個
人
水
準
の
乖
離
が
度
を
超
え
て
拡
大
す
れ
ば
、
大
衆
化
に
よ
る

仮
面
効
果
も
薄
ら
い
で
し
ま
う
と
い
う
逆
説
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
上
位

者
の
水
準
下
降
に
も
限
界
が
あ
る
と
い
う
、
先
ほ
ど
み
た
ジ
ン
メ
ル
の
考
え
に
も
、

そ
の
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
ジ
ン
メ
ル
の
い
う
大
衆
化
と
は
、
既

述
の
よ
う
に
、
各
人
が
自
己
を
内
的
深
層
と
外
的
表
層
と
に
尖
鋭
に
分
割
し
、
後
者

の
徹
底
し
た
一
般
化
に
よ
っ
て
集
合
的
結
合
を
図
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
そ
の
た
め

に
は
自
己
の
内
外
面
の
絶
え
ざ
る
距
離
化
・
均
衡
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
現

実
に
は
、
そ
れ
は
一
種
の
心
理
的
・
実
存
的
曲
芸
で
あ
り
、
大
半
の
個
人
に
と
っ
て

は
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
要
請
で
あ
る
。実
際
、ジ
ン
メ
ル
自
身
が
言
及
す
る
よ
う
な
、

流
行
の
仮
面
が
素
面
と
溶
融
し
て
し
ま
う
「
流
行
狂
い
」、
大
衆
化
さ
れ
た
対
社
会
的

存
在
と
本
来
的
な
個
的
存
在
と
の
融
解
、
い
や
前
者
に
よ
る
後
者
の
併
呑
は
決
し
て

少
数
の
例
外
で
は
な
い
。
ジ
ン
メ
ル
が
設
定
し
た
理
論
的
枠
組
み
で
は
、〈
大
衆
〉
が

社
会
成
員
の
少
数
派
に
と
ど
ま
り
、
大
衆
存
在
に
徹
し
き
れ
な
い
〈
擬
似
大
衆
〉
が

強
的
に
マ
ス
＝
多
数
を
形
成
す
る
と
い
う
皮
肉
で
逆
理
的
な
事
態
が
予
想
さ
れ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
が
、そ
の
後
の
社
会
発
展
で
は
こ
の
皮
肉
が
実
際
と
な
っ
て
い
る
（
4）

。 

 
ジ
ン
メ
ル
が
想
定
す
る
、
現
代
に
お
け
る
大
衆
形
成
の
規
定
要
因
を
ま
と
め
て
み

よ
う
。
①
成
員
数
、
②
社
会
領
域
間
・
階
層
間
に
お
け
る
分
化
の
度
合
い
、
③
成
員

間
お
よ
び
成
員
内
部
に
お
け
る
差
異
化
・
個
性
化
の
進
展
度
、
④
成
員
間
に
お
け
る

相
互
作
用
の
規
模
と
強
度
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
す
べ
て
社
会
圏
の
拡
大
・
分
化
の
一

般
図
式
か
ら
帰
結
す
る
。
⑤
平
等
主
義
・
民
主
主
義
の
進
展
度
。
成
員
の
一
部
が
関

与
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
関
与
・
貢
献
の
度
合
い
が
著
し
く
非
対
称
性
的
で
あ
れ

ば
、
ジ
ン
メ
ル
の
い
う
大
衆
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
顕
著
に
差
異
化
し
た
大

勢
の
個
人
が
可
能
な
か
ぎ
り
等
し
並
に

、
、
、
、
相
互
的
な
統
一
的
行
為
を
形
成
す
る
と
き
に

は
じ
め
て
大
衆
が
成
立
し
、
そ
の
水
準
は
全
員
に
等
し
く
共
有
さ
れ
る
次
元
、
つ
ま

り
低
次
元
に
下
落
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 
⒌
大
衆
民
主
主
義 

 
一
般
に
、
大
衆
社
会
は
普
遍
的
平
等
と
大
衆
民
主
主
義
を
基
盤
に
し
て
い
る
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
評
価
は
論
者
に
よ
っ
て
大
き
く
割
れ
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
場
合
は
ど
う

か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
態
度
は
「
よ
り
ま
し
な
悪
と
し
て
の
普
遍
的

平
等
」（
⑱
78、
㉑
323）、「
最
小
悪
と
し
て
の
民
主
主
義
」（
㉑
342）
と
い
う
評

価
に
縮
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
衆
民
主
主
義
を
「
最
小
悪
」
と
見
積
も
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
に
〈
消
去
に
よ
る
残
余
〉
と
し
て
の
価
値
し
か
認
め
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
含
意
は
何
か
。
 

 
指
導
者
は
社
会
構
造
的
に
不
可
欠
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
考
え
は
先
に
み
た
通
り
だ

が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
彼
は
ま
さ
に
〈
社
会
水
準
低
下
〉
の
原
理
を
根
拠
に
し
て
、
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民
主
化
・
平
等
化
が
徹
底
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な
る
と
も
主
張
す

る
の
で
あ
る
。
大
衆
民
主
主
義
と
普
遍
的
平
等
主
義
の
実
現
は
社
会
水
準
の
低
下
を

必
然
的
に
招
来
し
、
こ
の
水
準
低
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
高
次
の
個
人
資
質
を
低

落
さ
せ
ず
に
発
揮
で
き
る
脱
大
衆
化
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
の
存
在
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。〈
社
会
水
準
低
下
〉
の
原
理
か
ら
み
て
も
、〈
一
者
・
少
数
の
指
導

者
〉
対
〈
そ
の
他
多
数
の
大
衆
〉
と
い
う
構
図
は
必
然
な
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
曰

く
「
一
般
的
に
個
人
は
そ
の
人
格
性
の
う
ち
全
員
と
共
通
の
側
面
だ
け
を
集
団
に
投

入
す
る
の
だ
か
ら
、
集
団
そ
れ
自
体
は
低
次
で
指
導
が
必
要
と
な
る
。
投
入
さ
れ
た

も
の
は
常
に
、
よ
り
粗
雑
で
原
始
的
で
〈
下
位
に
あ
る
も
の
〉
だ
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
お
よ
そ
集
団
的
な
結
合
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
た
だ
ち
に
少
数
者
へ

の
従
属
と
い
う
形
式
の
も
と
で
全
大
衆
を
組
織
化
す
る
こ
と
が
目
的
に
適
う
の
で
あ

る
」（
⑯
141-）。
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
は
、
大
衆
の
各
成
員
が
個
人
と
し
て
単
純
で

低
次
の
資
質
し
か
有
さ
な
い
か
ら
上
下
構
造
が
不
可
避
だ
と
ジ
ン
メ
ル
は
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、
各
人
が
複
雑
で
高
次
の
、
し
た
が
っ

て
ま
た
多
様
で
差
異
化
し
た
資
質
を
具
備
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
大
衆
全
体
の
統
一
水
準

は
相
対
的
に
低
次
と
な
り
上
下
関
係
が
不
可
欠
に
な
る
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
他
方
で
し
か
し
、
ジ
ン
メ
ル
が
貴
族
主
義
的
な
エ
リ
ー
ト
支
配
を
拒
絶
し
て
い
る

こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
良
者
の
貴
族
政
治
と
い
う
構
想
に
つ
い

て
、
そ
れ
は
「
最
良
者
を
識
別
す
る
確
実
な
手
段
が
存
在
し
な
い
以
上
、
完
全
に
実

現
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
か
り
に
最
良
者
を
識
別
で
き
た
と
し
て
も
、
権
力

の
所
有
は
個
人
の
場
合
に
は
必
ず
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
集
団
や
階
級
の
場
合
に

は
疑
い
な
く
堕
落
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
政
治
は
長
く
は
続
か
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
最
良
者
の
貴
族
政
治
は
最
悪
者
の
貴
族
政
治
と
紙
一

重
で
あ
る
」（
⑱
７
８
）
と
裁
断
す
る
。
最
善
支
配
者
の
識
別
規
準
・
方
法
の
原
理
的

欠
落
と
権
力
の
不
可
避
的
頽
落
を
根
拠
に
、
専
断
的
エ
リ
ー
ト
支
配
を
峻
拒
す
る
わ

け
で
あ
る
。
 

 
よ
っ
て「
貴
族
制
は
結
局
、最
小
悪
と
し
て
の
民
主
主
義
に
帰
着
す
る
」（
㉑
342）

わ
け
だ
が
、
し
か
し
ま
た
、
大
衆
民
主
主
義
に
基
づ
く
指
導
者
原
理
に
も
重
大
な
難

題
が
付
き
ま
と
う
こ
と
を
ジ
ン
メ
ル
は
冷
徹
に
透
視
す
る
。
そ
れ
は
現
在
で
は
大
衆

迎
合
主
義
な
ど
と
呼
ば
れ
る
民
主
制
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
ジ

ン
メ
ル
の
理
論
的
真
髄
は
、
支
配
・
被
支
配
、
指
導
・
追
従
関
係
の
考
察
に
相
互
作

用
概
念
を
意
識
的
に
導
入
し
、
支
配
関
係
を
支
配
者
と
大
衆
と
の
間
の
ひ
と
つ
の
相

互
作
用
・
関
係
と
し
て
明
確
に
捉
え
た
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。周
知
の
ご
と
く
、

こ
の
相
互
作
用
概
念
の
方
法
的
・
発
見
的
機
能
は
、
催
眠
術
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

よ
う
に
、
一
見
、
一
方
的
な
心
理
作
用
に
見
え
る
事
象
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
常

に
な
ん
ら
か
の
形
で
相
互
的
な
心
理
作
用
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
指
示
す
る

こ
と
に
あ
る
。
指
導
者
が
大
衆
を
導
く
と
い
う
こ
と
は
不
可
避
的
に

、
、
、
、
、
大
衆
に
よ
っ
て

指
導
者
が
導
か
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
し
か
も
こ
の
指
導
者
と
大
衆
と
の
間
の
心
的

相
互
作
用
の
意
味
や
効
果
は
民
主
制
や
平
等
原
理
が
徹
底
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
顕
著
な

も
の
に
な
る
。ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
は
、徹
底
し
て
民
主
的
で
平
等
な
社
会
と
は
「
大、

衆
を
支
配
す
る
こ
と
と
大
衆
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
と
が
も
は
や
区
別
で
き
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
よ
う
な
感
覚
の
混
淆
と
曖
昧
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」（
⑩
19、
傍
点
池
田
）
に
浸
潤
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
な
の
で
あ
る
。
大
衆
が
統
治
す
る
た
め
に
は
少
数
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

ね
ば
な
ら
ず
、
少
数
エ
リ
ー
ト
が
大
衆
を
支
配
す
る
た
め
に
は
大
衆
に
支
配
さ
れ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
衆
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
大
衆
を
支
配
で
き
る
…

…
ジ
ン
メ
ル
が
洞
察
し
た
こ
の
相
互
性
構
造
が
、
大
衆
民
主
主
義
に
宿
す
根
本
的
な

ジ
レ
ン
マ
と
し
て
依
然
、
わ
れ
わ
れ
を
悩
ま
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
喋
々
す
る
ま
で

も
な
い
。
 

 
こ
う
し
た
問
題
と
の
関
連
で
、
国
民
（
住
民
）
投
票
と
代
表
・
議
会
制
度
に
つ
い

て
ジ
ン
メ
ル
が
試
み
た
対
比
が
興
味
深
い
（
⑤
342-、
⑱
299‐
、
⑪
533‐
、
621

‐
）。
ジ
ン
メ
ル
は
、
ス
イ
ス
に
お
い
て
国
民
議
会
と
全
州
議
会
の
二
つ
の
国
民
代
表
、
、

に
よ
っ
て
全
員
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
法
案
が
国
民
投
票
、
、
で
は
否
決
さ
れ
た
事
例

を
挙
げ
て
、
大
衆
現
象
と
い
う
性
格
に
起
因
す
る
国
民
投
票
の
問
題
点
を
挙
げ
る
。

大
衆
は
「
常
に
神
経
質
で
安
易
で
保
守
的
な
も
の
で
あ
る
」（
㉑
300）
し
、
そ
の
多

数
派
は
大
抵
「
小
心
で
安
易
で
凡
庸
な
側
」（
⑪
621）
に
立
つ
と
。
さ
ら
に
国
民
投

票
は
社
会
圏
の
規
模
の
点
で
も
個
人
間
の
関
心
・
目
標
・
知
的
水
準
の
分
散
程
度
で

も
最
大
で
あ
り
、
そ
の
一
致
目
標
は
最
も
単
純
最
小
の
内
容
、
つ
ま
り
否
定
的
内
容

と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
第
四
節
で
み
た
よ
う
に
「
否
定
は
ま
さ

に
最
も
単
純
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
大
勢
の
大
衆
が
、
そ
の
成
員
同
士
積
極
的

な
目
標
で
は
一
致
で
き
な
く
て
も
、
ま
さ
に
否
定
に
お
い
て
ま
と
ま
る
」（
⑪
531）

か
ら
で
あ
る
。
 

 
大
規
模
な
大
衆
行
動
と
し
て
の
国
民
投
票
に
対
し
、
議
員
代
表
制
に
は
、
大
衆
行

動
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
ず
、
個
人
的
な
能
力
や
特
性
や
人
格
性
の
実
現
に
よ
っ
て
し

か
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
利
点
が
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
い
う
。
大
衆
に
選
ば
れ

た
個
々
の
議
員
は
、
大
衆
の
意
識
に
は
晒
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
「
個
々
の
主
体
に
し

か
見
い
だ
せ
な
い
よ
う
な
個
人
的
な
資
質
や
微
妙
な
知
的
特
徴
」（
⑪
621）
を
具
え

て
い
て
、
そ
れ
が
議
会
で
は
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
だ
と
い
う
。
個
々
の
議
員

は
大
衆
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
が
、
い
っ
た
ん
選
出
さ
れ
る
と
、
大
衆
が
選
ん
だ
以
上

の
、
あ
る
い
は
別
の
能
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う

し
た
代
表
民
主
制
＝
議
員
代
表
制
も
ま
た
、〈
大
衆
現
象
〉
に
由
来
す
る
い
く
つ
か
の

難
点
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
も
ジ
ン
メ
ル
は
指
摘
す
る
。
そ
の
一
つ
が
、

議
会
も
〈
相
対
的
水
準
低
下
〉
の
原
理
を
回
避
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
理
由

は
、
第
一
に
、
議
会
も
ま
た
比
較
的
大
き
な
規
模
の
集
団
、
い
わ
ば
〈
ミ
ニ
大
衆
社

会
〉
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
低
次
の
社
会
水
準
に
お
け
る
党
派
形
成
が
不

可
避
で
あ
る
か
ら
だ
。曰
く「
し
か
し
議
会
自
体
、比
較
的
大
き
な
機
関
で
あ
る
し
、

普
遍
・
平
等
選
挙
権
が
あ
る
場
合
、
選
出
さ
れ
た
議
員
の
間
の
差
は
と
り
わ
け
大
き

い
。
つ
ま
り
議
会
の
平
均
水
準
は
相
対
的
に
低
く
な
る
。
さ
ら
に
、
議
員
は
党
派
の

名
で
発
言
す
る
が
、
こ
の
党
派
が
ま
た
人
間
の
大
き
な
集
ま
り
に
共
通
の
社
会
水
準

な
の
で
あ
る
」（
㉑
300）。
そ
し
て
第
三
の
理
由
が
ま
さ
し
く
、
大
衆
に
選
出
さ
れ

た
代
表
に
不
可
避
の
大
衆
迎
合
の
傾
性
で
あ
る
。「
大
衆
の
歓
心
を
買
う
必
要
か
ら
、

…
…
、
知
的
な
発
言
の
〈
性
格
〉
が
劣
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
洗
練
や
特
色
も

消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」（
⑪
622）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
大
衆
―
代
表
の
間

の
相
互
作
用
は
、
代
表
の
側
に
お
け
る
「
ま
さ
に
公
衆
の
注
目
の
的
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
意
識
」（
同
右
）
と
な
っ
て
現
れ
、
こ
の
意
識
を
通
じ
て
大
衆
側
の
低
水
準
の

共
通
欲
求
が
結
局
は
成
就
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
 

 
そ
こ
で
ジ
ン
メ
ル
は
、
理
事
会
な
ど
の
専
門
機
関
の
形
成
を
こ
の
難
点
へ
の
対
応

手
段
と
し
て
意
味
づ
け
る
。「
個
人
が
個
人
と
し
て
し
か
達
成
で
き
ず
、
…
…
、
―
―

こ
こ
で
は
〈
世
論
〉
の
形
に
お
け
る
―
―
一
次
的
な
集
団
成
員
の
全
体
行
為
に
よ
っ
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て
は
代
替
で
き
な
い
こ
と
を
達
成
す
る
」（
⑪
625）
こ
と
に
機
関
形
成
の
必
然
と
必

要
を
み
る
わ
け
で
あ
る
。
大
衆
全
体
の
直
接
的
な
集
合
行
為
が
も
た
ら
す
弊
害
を
代

表
制
に
よ
っ
て
除
去
し
よ
う
と
し
て
も
、
こ
の
議
会
自
体
が
内
部
で
は
〈
ミ
ニ
大
衆

社
会
〉
の
効
果
と
し
て
、
ま
た
外
部
で
は
国
民
大
衆
と
の
相
互
作
用
効
果
と
し
て
大

衆
現
象
を
結
局
は
発
現
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
〈
ミ
ニ
大
衆
社
会
〉
内
部

に
さ
ら
に
専
門
機
関
を
機
能
分
化
さ
せ
る
こ
と
で
こ
の
大
衆
化
の
副
作
用
の
最
小
化

が
図
ら
れ
る
。
次
々
と
発
生
す
る
大
衆
効
果
＝
水
準
低
下
を
、
優
れ
た
資
質
の
端
的

な
発
現
に
基
づ
く
少
数
者
の
直
接
的
行
為
に
よ
っ
て
次
々
と
補
填
し
て
い
く
と
い
う

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ジ
ン
メ
ル
の
前
提
か
ら
み
て
も
、
よ
り
大
勢
の
大
衆
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
た
少
数
者
が
大
衆
化
効
果
に
よ
る
水
準
低
下
を
阻
止
す
る
に
足
る
美
質

を
具
備
し
て
い
る
保
証
は
何
も
な
い
。
そ
の
う
え
、
た
と
え
ま
ぐ
れ
幸
い
に
も
こ
の

問
題
が
ク
リ
ア
で
き
た
と
し
て
も
、
ジ
ン
メ
ル
自
身
が
社
会
構
築
の
根
本
問
題
の
一

つ
と
し
て
鋭
く
指
摘
す
る
よ
う
に
、
専
門
機
関
の
形
成
・
維
持
に
は
固
有
の
宿
弊
が

付
き
ま
と
っ
て
離
れ
な
い
。「
あ
ら
ゆ
る
高
度
な
社
会
発
展
の
悲
劇
」（
⑪
638）
と

ジ
ン
メ
ル
が
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
、
専
門
機
関
に
宿
す
、
形
骸
化
・
自
立
化
・
自
己
目
的

化
へ
の
不
可
避
的
な
傾
性
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
ジ
ン
メ
ル
が
大
衆
民
主
主
義
や
普
遍
的
平
等
主
義
に
対
し
て
「
よ
り
ま
し
な
悪
」

「
最
小
悪
」と
い
う
意
味
し
か
認
め
な
い
他
の
理
由
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
普
遍
的
平
等
が
不
可
避
的
に
多
数
性
そ
れ
自
体
の
社
会
的
な
価
値
と
威
力
を

生
み
だ
す
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
各
個
人
が
相
互
に
等
価
で
同
権
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
規
範
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
単
体
の

単
な
る
多
数
性
、
つ
ま
り
質
的
差
異
を
消
さ
れ
た
数
的
一
者
の
単
な
る
加
算
集
合
、

つ
ま
り
〈
大
衆
〉
が
そ
れ
ぞ
れ
の
単
独
個
人
そ
の
も
の
に
比
し
て
重
大
な
社
会
的
価

値
・
権
力
を
帯
び
る
の
は
必
定
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
―
―
多
数
者
＝
大
衆
は

あ
く
ま
で
も
同
等
・
平
等
の
個
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、か
つ
、

ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
―
―
個
人
に
対
す
る
多
数
者
＝
大
衆
の
支
配
が
必
然

的
に
帰
結
す
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
平
等
主
義
・
民
主
主
義
と
結

び
つ
い
た
大
衆
社
会
の
根
本
的
な
問
題
性
で
あ
る
。「
そ
う
し
て
、こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、

個
人
に
対
す
る
多
数
者
の
絶
対
的
支
配
が
帰
結
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
人
々

が
原
理
的
に
同
じ
で
あ
れ
ば
、多
数
者
は
一
人
よ
り
も
価
値
が
あ
っ
て
重
要
で
あ
り
、

多
数
者
、
つ
ま
り
〈
社
会
〉
が
目
標
で
あ
り
本
質
的
な
も
の
と
な
り
、
個
人
は
そ
れ

自
体
重
要
な
も
の
で
は
な
く
、
多
数
者
の
な
か
の
一
人
、
多
数
者
の
た
め
の
一
人
と

し
て
存
在
し
う
る
し
、
存
在
す
る
べ
き
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
」（
⑩
361）。
こ

れ
は
ニ
ー
チ
ェ
の
反
民
主
主
義
論
に
対
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
解
説
の
一
節
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
垣
間
見
ら
れ
る
ジ
ン
メ
ル
の
思
想
の
基
調
が
ニ
ー
チ
ェ
の
そ
れ
と
通
底
し
共

振
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
読
み
取
れ
る
（
⑥
612-、
⑪
87-）。
 

 
つ
ぎ
に
、「
多
数
決
原
理
」に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
考
察
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う（
⑧

131-、
⑪
218-）。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
多
数
決
制
に
二
つ
の
段
階

を
区
別
し
、
そ
の
差
異
の
洞
察
が
多
数
決
原
理
の
問
題
把
握
へ
の
捷
径
と
考
え
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
第
一
段
階
の
多
数
決
に
は
、
現
実
的
・
直

接
的
に
力
を
行
使
し
て
互
い
の
実
力
を
比
較
し
た
場
合
と
同
様
の
結
果
を
間
接
的
手

段
に
よ
っ
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
少
数
派
を
よ
り
強
大
な
多
数
派
の
意
志
に
抵
抗
な

く
従
わ
す
機
能
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
段
階
の
多
数
決
は
実
際
上
の
〈
力
く
ら
べ
〉

を
回
避
す
る
効
果
を
も
つ
と
は
い
え
、
多
数
派
意
志
へ
の
少
数
派
の
直
接
的
な
屈
服

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
多
数
決
の
第
二
段
階
で
は
「
固
有
の
統

一
的
意
志
を
具
え
た
客
観
的
な
統
一
体
が
前
提
に
さ
れ
」（
⑧
139）、
個
人
意
志
を

超
越
し
た
統
一
的
・
集
合
的
な
全
体
意
志
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
決
定
的
な
違

い
が
あ
る
。
 

 
ま
ず
、
ジ
ン
メ
ル
が
指
摘
す
る
多
数
決
原
理
に
内
在
す
る
逆
理
に
注
目
し
た
い
。

ジ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
多
数
決
原
理
は
次
の
二
つ
の
場
合
に
し
か
成
立
し
な
い
。
一

つ
は
、
成
員
間
に
原
則
的
な
利
害
一
致
が
存
在
し
、
意
見
対
立
が
根
本
的
な
利
害
対

立
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
場
合
。
た
だ
、
そ
の
場
合
に
は
多
数
決
で
は
な
く
全

員
一
致
が
原
則
と
な
ら
な
け
れ
ば
不
条
理
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が
ま
さ
に
超
個
人
的

な
統
一
的
全
体
意
志
が
存
在
す
る
か
前
提
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

場
合
、
多
数
派
意
志
が
全
体
意
志
と
一
致
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
が
、
こ
の

条
件
を
担
保
す
る
も
の
は
実
際
に
は
何
も
な
い
と
ジ
ン
メ
ル
は
喝
破
す
る
。
多
数
派

が
単
に
多
数
者
の
集
合
で
あ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
理
由
だ
け
で
多
数
派
の
意
志
が
統
一
体
全
体

の
意
志
を
確
実
に
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
「
全
く
証
明
不
能
な
ド
グ
マ
」（
⑧

139）
に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
実
際
上
の
必

要
性
か
ら
仮
想
さ
れ
た
も
の
の
、
現
実
的
・
合
理
的
根
拠
を
欠
落
さ
せ
た
単
な
る
集

合
的
な
虚
構
観
念
な
の
で
あ
る
。
 

 
 
再
び
長
い
引
用
に
な
る
が
、
多
数
決
原
理
に
潜
む
問
題
性
に
つ
い
て
の
ジ
ン
メ

ル
の
思
考
が
集
約
的
に
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
挙
げ
て
み
よ
う
。「
表
決
で
敗
れ
た
者

も
集
団
と
い
う
統
一
体
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
自
ら
の
意
志
と
信
念
に
反

し
て
決
定
さ
れ
た
行
動
に
積
極
的
に
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い
や
、
自
ら
の

異
論
が
微
塵
も
含
ま
れ
て
い
な
く
て
も
最
終
的
決
定
の
統
一
性
と
い
う
こ
と
か
ら
、

そ
の
決
定
の
共
同
の
遂
行
者
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
多

数
決
は
、
多
数
者
に
よ
る
一
者
の
単
な
る
事
実
上
の
抑
圧
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、

個
人
の
独
自
の
生
と
社
会
全
体
の
独
自
の
生
と
の
間
の
、
経
験
上
は
し
ば
し
ば
調
和

が
み
ら
れ
る
も
の
の
原
理
に
お
い
て
は
和
解
し
が
た
く
悲
劇
的
な
二
元
性
の
極
端
な

表
れ
な
の
で
あ
る
」（
⑧
141）。
ジ
ン
メ
ル
の
目
に
は
、
多
数
決
と
い
う
も
の
が
、

成
員
間
の
利
害
と
信
念
の
和
解
し
が
た
い
対
立
が
存
在
す
る
条
件
下
で
彼
ら
の
統
一

的
な
共
同
行
為
を
可
能
に
し
、
全
体
の
統
一
そ
れ
自
体
を
維
持
す
る
巧
緻
な
擬
制
的

仕
組
み
と
し
て
映
る
の
で
あ
る
。
多
数
決
は
、
多
数
派
の
意
志
、
つ
ま
り
は
単
に
多

数
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
個
人
的
意
志
を
、
少
数
派
を
も
含
む
全
体
の
統
一
的
意
志

へ
と
虚
構
的
に
変
造
す
る
こ
と
で
、
個
人
に
対
す
る
事
実
上
の
多
数
者
支
配
を
正
当

化
し
、
多
数
派
意
志
へ
の
少
数
派
意
志
の
積
極
的
従
属
を
受
け
い
れ
さ
せ
正
当
化
す

る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
表
決
行
為
へ
の
参
加
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
す
で
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
少
数
派

を
も
、
事
実
的
・
自
動
的
に
、
自
己
の
意
志
に
反
す
る
多
数
派
の
個
別
意
志
を
全
体

意
志
と
し
て
偽
装
す
る
共
同
行
為
に
関
与
さ
せ
、
そ
の
偽
装
行
為
を
自
ら
正
当
化
す

、
、
、
、
、
、

る
手
続
き
そ
の
も
の
に
加
担
さ
せ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
る、
集
合
的
な
自
己
欺
瞞
装
置
で
も
あ
る
の
だ
（
5）

。
 

 
 
さ
い
ご
に 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
ジ
ン
メ
ル
は
、
か
な
り
初
期
の
著
作
、
た
と
え
ば
『
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
心
理
（
学
）』

（
一
八
八
八
年
⑰
223-）、『
美
術
展
論
』（
一
八
九
〇
年
、
⑰
242-）
で
す
で
に
、

大
衆
と
し
て
の
現
代
人
に
固
有
の
精
神
的
特
性
を
彼
特
有
の
繊
細
さ
と
尖
鋭
さ
を
も

っ
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
早
期
か
ら
大
衆
問
題
に
対
し
て
強
い
思
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想
的
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、『
流
行

論
』
や
『
貨
幣
の
哲
学
』
な
ど
に
お
い
て
も
大
衆
の
心
理
・
精
神
特
性
へ
の
論
及
が

頻
々
に
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
ジ
ン
メ
ル
の
考
察
に
関
す
る
検
討
を

全
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
 

 
ま
た
、
ジ
ン
メ
ル
が
『
貨
幣
の
哲
学
』
な
ど
で
、
大
量
の
物
品
に
溢
れ
る
モ
ノ
世

界
に
お
い
て
現
代
人
の
存
在
・
行
為
様
式
や
精
神
構
造
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
、

ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
本
稿
は
こ
の
点
も
看
過
す
る
仕
儀
と
な
っ
た
。「
大
衆
」
存
在
と

「
大
量
（
品
）」
所
有
と
の
内
的
連
関
を
ど
こ
ま
で
究
明
す
る
か
は
マ
ス
理
論
の
水
準

と
独
自
性
を
計
る
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
り
、
ジ
ン
メ
ル
が
こ
の
点
で
も
、
い
や

こ
の
点
で
こ
そ
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
感
受
性
と
鋭
敏
な
思
考
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
「
大
衆
＝
大
量
」
連

関
に
関
す
る
議
論
を
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
稿
の
大
き
な
瑕
疵
で
あ

る
。
 

本
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、ジ
ン
メ
ル
大
衆
論
の
第
三
の
問
題
群
は
、

い
わ
ば
〈
個
と
社
会
と
の
実
存
的
問
題
〉
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
項
目
だ
け
を
列

挙
す
れ
ば
、
人
格
的
価
値
と
大
衆
化
さ
れ
た
社
会
的
価
値
と
の
対
立
、
全
き
存
在
そ

れ
自
体
と
特
定
の
外
的
帰
結
・
社
会
的
効
果
と
結
び
つ
い
た
大
衆
的
行
為
と
の
軋

轢
・
葛
藤
、
大
衆
的
存
在
様
式
と
対
比
さ
れ
る
な
か
で
の
、
ジ
ン
メ
ル
の
信
奉
す
る

人
格
主
義
的
個
人
主
義
と
ジ
ン
メ
ル
の
理
解
す
る
貴
族
主
義
や
唯
美
主
義
と
の
共
有

点
と
相
違
点
な
ど
が
、
彼
の
実
存
的
問
題
群
を
形
成
す
る
。
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、こ
の
一
連
の
問
題
こ
そ
ジ
ン
メ
ル
の
思
想
的
関
心
の
中
枢
で
あ
り（
廳
、

一
九
九
五
、
同
、
二
〇
一
〇
―
、
Jung, 1990）、
こ
の
問
題
群
へ
の
深
い
傾
注
こ

そ
、
ジ
ン
メ
ル
が
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
大
衆
問
題
を

考
察
の
対
象
と
す
る
主
要
な
実
存
的
・
思
想
的
動
機
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ジ
ン
メ
ル
大
衆
論
に
つ
い
て
の
本
稿
の
考
察
は
、
な
に
よ
り

も
そ
の
思
想
的
・
実
存
的
背
景
と
の
、
緊
張
を
帯
び
た
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
考
察

に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 

   
注
 

（
１
）
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
M
asse
は
「
大
衆
」、
M
enge
は
「
群
衆
」
と
訳
し
分
け
る
が
、

文
脈
に
 
応
じ
て
逆
に
訳
し
て
あ
る
場
合
も
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
自
身
、
両
用
語
を
意
味
的

に
区
別
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
同
義
に
用
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
Volk「
人

民
」「
民
衆
」
Volksm
asse「
人
民
大
衆
」
を
M
asse
と
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
て
い
る
例
も

あ
る
。
 

（
２
）
ジ
ン
メ
ル
は
書
評
で
〈
暗
示
〉
の
機
制
は
未
知
で
あ
る
と
し
て
そ
の
慎
重
な
取
り
扱
い

を
求
め
る
が
（
①
389、
394-）、
自
身
は
随
所
で
暗
示
概
念
に
便
乗
し
て
い
る
。
 

（
３
）
注
意
す
べ
き
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
社
会
分
化
論
的
な
想
定
で
は
、「
資
質
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

に
お
け
る
各
人
の
位
置
は
社
会
領
域
・
生
活
分
野
に
よ
っ
て
異
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
・

分
野
で
一
貫
し
て
上
位
な
い
し
下
位
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
な
個
人
は
あ
り
得
な
い
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
分
に
分
化
し
た
多
数
の
領
域
・
分
野
を
包
摂
す
る
集
団
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
（
そ
の
極
点
が
国
家
社
会
）、
水
準
低
下
原
理
が
強
く
働
く
こ
と
に
な
る
。 

（
４
）
ジ
ン
メ
ル
は
「
社
会
的
限
定
（
境
界
づ
け
）」（
⑪
698）
を
巡
る
危
う
さ
の
う
ち
、
自

己
内
の
距
離
化
の
蹉
跌
可
能
性
と
並
び
、「
慎
み
（
遠
慮
）」（
⑪
395-）
を
喪
失
し
て
他
者
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の
人
格
的
内
面
に
侵
入
し
て
し
ま
う
可
能
性
に
論
及
す
る
が
、
後
者
の
可
能
性
を
も
考
慮

す
れ
ば
、
こ
う
し
た
逆
理
が
現
実
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
は
ま
す
ま
す

深
ま
る
。
 

（
５
）
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
考
え
の
淵
源
を
ロ
ッ
ク
や
ル
ソ
ー
に
み
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
ル
ソ
ー

は
非
常
に
鋭
敏
に
も
表
決
と
い
う
形
式
的
事
実
を
そ
の
内
容
か
ら
区
別
し
、
こ
の
形
式
的

事
実
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
す
で
に
共
同
意
志
の
形
成
に
参
加
し
て
い
る
と
明
言
す
る
の
で

あ
る
。
…
…
。
か
く
し
て
多
数
派
へ
の
従
属
は
投
票
す
る
こ
と
で
宣
言
さ
れ
た
社
会
的
統

一
体
へ
の
帰
属
の
論
理
的
帰
結
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
⑧
136）。
ジ
ン
メ

ル
が
―
―
あ
る
意
味
で
後
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
同
じ
よ
う
に
―
―
カ
ン
ト
の
形
式
的
な
手

続
き
倫
理
の
論
理
を
参
照
し
て
ル
ソ
ー
を
読
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、

ジ
ン
メ
ル
の
場
合
、
こ
の
論
理
に
多
数
決
原
理
の
自
業
自
得
的
な
罠
、
大
衆
民
主
主
義
の

集
合
的
欺
瞞
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
欺
瞞
を
は
じ
め
か
ら
正
義
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
手
続
き
主
義
の
正
当
化
の
根
拠
を
見
い
だ
せ
る
か

も
し
れ
な
い
が
。
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